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本ॢঝープदमؚ音楽ध食欲मनठैु感情ध交互作
用ऋあॊधいう先行研究॑ुधपؚ感情ऋ高まॊ音楽॑
聞ऎこधद食欲प影響॑与えॊؚधいう仮説॑立थ2ण
भ実験॑行ढञ؛

1ण目भ実験म楽曲भ感情価॑数値化घॊ実験दあॊ؛
谷口(1998)ऋ類似भ実験॑多面的感情状態尺度द行ढ
थいञभदؚそभ結果॑本学भ生徒प快適度ध覚醒度भ
2णभ指標द再評定खथुै
ढञ(図1)؛

2ण目भ実験म感情調整॑
行ढञうえदؚ空腹度प
変化ऋ起ऌॊऊ॑調査घॊ
実験दあॊ؛実験भ結果ؚ
感情調整॑行ढञ前後द
空腹度प有意ऩ差म見ैो
ऩऊढञ؛
今後भ展望धखथमؚ

感情調整प使用घॊ楽曲भ
候補भ中पؚ快適度ऋ低い
楽曲ऋ無ऊढञこध॑改善
घॊ必要ऋあॊध考えैोॊ؛

音楽ध感情・食欲प関घॊ研究

研究テーマ Research theme

Aएॊーぷ

SNS上दभメッセー४ध感情प関घॊ研究

本ॢঝープदमؚSNSभテय़५ト上दनभेうऩ感情伝
達ऋ行わोथいॊऊप注目खؚ
(1)漫符॑使うこधपेढथؚメッセー४ऊै感情ऋ伝わॉ
やघऎऩॊभदमऩいऊ
(2)漫符॑使うこधपेढथؚメッセー४भ送信者・受信者
भॠャップ॑狭ीैोॊभदमऩいऊ
以上2णभ仮説॑立थथ2णभ実験1,2प取ॉ組॒ट؛
実験1म५タンプ及び漫符ऋテय़५トभ受信पउいथ感

情伝達भ印象評価प与えॊ影響॑検証घॊुभदあढञ؛
実験2दम実験1भ条件प加えथ送信भ場合भ影響ु検証

खञ؛
2णभ実験भ結果ؚ(1)भ仮説म支持さोؚ(2)म支持さ

ोऩऊढञ؛漫符॑用いॊ事पेढथ伝えञい感情म強調
さोॊऋؚそभ場合दु送受信者間पमॠャップऋあॊध
いう事ऋ分ऊढञ؛
今後भ展望धखथमؚアンॣート॑回答खथいॊ被験者

पؚ実際प送信・受信खथいॊेうप感गさせॊ工夫ऋ必
要दあॊध考えैोॊ؛

図1 ラッセルの円環モυル上に
プロッφしたυータ
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同䛨䝯ッセ䞊䝆䛻䛴い䛶䚸自分䛜送信䛩䜛場合䛸ཷ䛡ྲྀ䜛場合䛷䝯ッセ䞊䝆䛾印象䛜変わ䜚う䜛
Kruger, Epley, Parker&Ng䠄2005䠅. Egocentrism Over E-Mail: Can We Communicate as Well as We Think? Journal of Personality and Social Psychology, 89, 925-326

䛂動く絵文字䛻見䜙䜜䜛䜘う䛺動䛝䛸いう要素䛿認識䛾䛧や䛩さ䛻大䛝く影響䜢及ぼ䛧䛶い䜛䛃
竹原&栗林䠄2006䠅. 様々䛺䜶䝰䝔䜱コン䜢付加䛧䛯電子䝯䞊ル䛜ཷ信者䛾印象形成䛻及ぼ䛩効果 日本感性工学会研修, Vol.6 No.4 pp.83-90

背景 Background
ඛ行研究 Previous research

概要 Overview
本䜾ル䞊䝥䛾目的䛿䚸漫符䠄図䠍䠅䛻䜘䛳䛶䝯ッセ䞊䝆䛛䜙ཷ䛡䜛感情や印象䛻䛹䛾䜘う䛺変化䛜あ䜛䛾䛛䜢検証
䛩䜛䛣䛸䛷あ䜛䚹条件䛾異䛺䜛䜰ン䜿䞊䝖䜢用意䛧䚸回答䛧䛶䜒䜙䛳䛯結果䚸感情䛾伝わ䜚や䛩さ䛿確認䛷䛝䛯䛜䚸
送ཷ信者間䛷䛾䜼䝱ッ䝥䛿狭ま䜙䛺䛛䛳䛯䚹反省䛸䛧䛶䚸䜰ン䜿䞊䝖䛾内容䛜影響䛧䛶䛧ま䛳䛯䛣䛸䛜あ䛢䜙䜜䜛䚹

実験内容 Experiment
実験目的 Purpose
䝇タン䝥及び漫符䛜䝯ッセ䞊䝆䛾送ཷ信䛷感情伝達䛾印象評価䛻与え䜛影響䜢検証䛩䜛䚹

実験方法Method
本実験䛿Google Forms䜢利用䛧䛯䜰ン䜿䞊䝖形式䛷あ䛳䛯䚹䝇タン䝥無䛧䚸䝇タン䝥あ䜚䞉漫符䛺䛧䚸
䝇タン䝥あ䜚䞉漫符あ䜚䠄図2䠅䛸いう3条件䜢用意䛧䛯䚹䛣䛾3条件䛻加え䛶䚸送信者䞉ཷ信者䛾㡰䚸
ཷ信者䞉送信者䛾㡰䛾2条件䜢用意䛧被験者䛿6条件䛾う䛱1条件䛻䛴い䛶䛾䝣䜷䞊䝮䛻回答䛧䛯䚹
1条件䛻䛿送ཷ信者䛭䜜䛮䜜12㡯目䚸全24㡯目䛾感情䛾伝わ䜚や䛩さ䜢6段階䛷評価䛧䛯䚹
所要時間䛿約20分䛷あ䛳䛯䚹
送信者䛾場合 Sender
表示さ䜜䛯䝔䜻䝇䝖䜢実際䛻送信䛩䜛想定䛷䚸䝣䜷䞊䝮ୖ䛻䛭䛾まま打䛱䛣䜣䛷䜒䜙䛳䛯䚹䝇タン䝥䛜表示さ䜜䛶い䜛場合䛻䛴
い䛶䛿䚸䛭䛾䝇タン䝥䜒選択䛧䛶䜒䜙䛳䛯䚹䛭䛾後䚸䛭䛾䝯ッセ䞊䝆䜢送信䛧䛯時䚸ཷ信者䛻ポ䝆䝔䜱䝤䛺感情䛜䛹䜜く䜙い伝わ䜛
䛸思う䛛䜢回答䛧䛶䜒䜙䛳䛯䚹
ཷ信者䛾場合 Receiver
表示さ䜜䛯䝔䜻䝇䝖䜢ཷ信䛧䛯䛸想定䛧䛶䚸ポ䝆䝔䜱䝤䛺感情䛜䛹䜜く䜙い伝わ䛳䛯䛛䜢回答䛧䛶䜒䜙䛳䛯䚹

仮説 Hypothesis
ඛ行研究䛛䜙䚸以ୗ䛾仮説䜢立䛶䛯䚹

1．漫符䜢使う䛣䛸䛻䜘䛳䛶䚸䝯ッセ䞊䝆䛛䜙感情䛜伝わ䜚や䛩く䛺䜛䚹
2．漫符䜢使う事䛻䜘䛳䛶䚸䝯ッセ䞊䝆䛾送信者䞉ཷ信者䛜ཷ䛡䜛印象䛾䜼䝱ッ䝥䜢狭䜑䜙䜜䜛䚹

考察 Discussion
本䜾ル䞊䝥䛷䛿䚸漫符䛾効果䛻䜘䛳䛶䝯ッセ䞊䝆䛛䜙感情䛜伝わ䜚や䛩く䛺䜛䚸䝯ッセ䞊䝆䛾送ཷ信者䛜䜼䝱ッ䝥䜢狭䜑䜙䜜䜛
䛸いう2䛴仮説䜢検証䛩䜛䛯䜑䛻実験䜢行䛳䛯䚹䛭䛾結果䚸䝯ッセ䞊䝆䛛䜙感情䛜伝わ䜚や䛩く䛺䜛䛣䛸䛿確認䛷䛝䛯䛜䚸送ཷ信
者䛾ཷ䛡䜛印象䛻䛿依然䛸䛧䛶䜼䝱ッ䝥䛜あ䜛まま䛰䛳䛯䚹後䛾展望䛸䛧䛶䛿䚸䜰ン䜿䞊䝖内容䜢䜘䜚実際䛻䝯ッセ䞊䝆䜢送
信䞉ཷ信䛧䛯䛸䛝䛾状態䛻近䛵䛡䜛䛣䛸䛜必要䛰䛸考え䜛䚹

結果 Result
集計䛧䛯䝕䞊タ䛿R言語䜢用い䛶分析䜢行䛳䛯䚹

1．䝯ッセ䞊䝆䛾3条件䛻䛴い䛶䛾Holm法䜢用い䛯
多㔜比較検定
3条件䛾䝯ッセ䞊䝆䛾う䛱䚸䝇タン䝥あ䜚䞉漫符あ䜚䛾䜒䛜
最䜒伝わ䜚や䛩䛛䛳䛯䚹䠄図3䠅
2．送信者䞉ཷ信者䛾2条件䛻䛴い䛶䛾Holm法䜢用い䛯
多㔜比較検定
送信者䞉ཷ信者䛾評価値䛻有意差䛿見䜙䜜䛺䛛䛳䛯

R言語
R Core Team (2019). R: A language and environment for statistical  computing. R Foundation 
for Statistical Computing, Vienna,  Austria. 
URL https://www.R-project.org/.
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背景 Background

先行研究 Previous research

「音楽を聞くこと䛿、気分に影響を与える」
松本 (2002), Saarikallio & Erkkilä (2007)

「感情が高まった状態で䛿、食欲が促進される」
Macht (1999)

音楽と感情・食欲に関する研究
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Research on mood and behavior by music

宮本 エジソン 正 花田 光彦中田 隆行

方法 Method

事前調査 Survey

䛿こだて未来大学䛾学生23名を対象に行った。

概要 Abstract

結果 Results

考察 Discussion

感情を高める音楽を聞くことで、
食欲が促進されるかを検証する。

手続き Procedure

1．感情䛾操作を行う

事前調査で選定した3種類䛾楽曲群(ポジティブ、テンション、ニュートラル)を用いて感情操作を行う。
そ䛾際、実験協力者に、より楽曲を聞いてもらうため、聞こえる楽器䛾種類を回答してもらう。

2．食べ物を含む複数䛾物品に対して、どれだけ欲しいと感じるかを評定してもらう

䛿こだて未来大学䛾学生67名を対象に実験を行った。
また、本実験䛾前後で実験協力者䛾空腹感について䛾質問も同時に行った。

スーパーマーケットで買い物をするという想定で、「おにぎり」や「お茶」、「ノート」などを含む24品目につい
て、欲しいと感じる度合いを6段階で評定してもらう。

集計したデータ䛿R言語を用いて2種類䛾分析を行った。

1．実験協力者䛾空腹感について各感情価間䛾平均値検定

2．食べ物に関する物品と、それ以外䛾物品をどれだけ欲していたかについて、
各感情価間で交互作用効果が存在するか䛾二元分散分析

本グループ䛾目的䛿、感情が高まる音楽を聞くことで、食欲にど䛾ような影響を与える䛾かを検証することである。こ䛾
テーマ䛿、感情が音楽と食欲䛾両方に影響しているという先行研究をもとにした。条件䛾異なる音楽を用意し、質問に回答し
てもらった結果、参加者䛾食欲に有意差䛿見られなかった。反省として、楽曲䛾選定に用いた曲䛾候補があげられる。

3条件䛾間に有意差䛿無かった。 (Pr(>F) = 0.98)

有意差䛿無かったが、ポジティブ感情価とニュートラル感情価䛾間で若干䛾交互作用
がみられた。(Pr(>F) = 0.18)

曲䛾選定方法 Song selection

本グループで䛿、感情が高まる音楽を聞くことで食欲が促進するという仮説を検証する
ために実験を行った。しかしながら、聞いてもらった音楽によって食べ物を欲する度合い
が変化すること䛿なかった。今後䛾展望として䛿、楽曲選定䛾際に用意した曲䛾候補を
見直すなど、感情操作をより明確に行うことが必要だと考えられる。

谷口(1998)を参考に、候補となる18曲について、快適
度と覚醒度䛾2つ䛾指標について評定してもらった。

最終的に
快適度䛾高い「ポジティブ感情価」、
覚醒度䛾高い「テンション感情価」、
快適度と覚醒度がともに中立䛾「ニュートラル感情価」

䛾3条件を用意した。
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（飲み物を含まない）

そ䛾他

図1 各条件で䛾空腹感䛾変化

図2 食欲と楽曲条件䛾交互作用


